
 
 
ﾀﾞﾙｸ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

 
 ダルクプログラムの基本はダルクで行われるミーテ 
ィングにあり、ここから自分が薬物に依存してしまう 
精神的背景を認識し、自ら解決するための手がかりを 

見つけます。他にはスポーツ等のレクリエーションや 

薬物やアルコール依存者の自助グループで実践されて 

いる、これまでの生き方を改善するための「12ステッ 

プ」等を学習する教育的プログラム、薬物依存者の自 
助グループへの参加等です。又ある一定の期間が経過 
し、職員が大丈夫と判断した時点で、その時点での本 
人に負担にならない程度のアルバイト（就労）を始め 
てもらいます。 
 

 
入所期間 

 
 職員との面接の上で宿泊施設への入寮か通所利用か 
の別と入所日を決めます。プログラムは職員と利用者 
本人・家族等との話し合いにより、社会生活が可能と 

判断されたきに退所となりますが、私たちのこれまで 

の経験から、薬物に依存しない新しい生活に慣れるま 

でに最低約 1年かかる事がわかってきました。 

 
 
注意事項 

 
 施設内への薬物の持込及び使用、あるいは指示され 
たダルク・プログラムへの参加を拒否された場合、ま 

た他の利用者に著しい悪影響を与えていると判断され 

た場合には、プログラムの途中であっても退寮もしく 

は通所を禁止させていただく場合があります。又、入 

寮期間中は、ギャンブル、ＳＥＸなど気分を変え、依 

存しやすい行為は禁止です。 

 
 
千葉ダルクは現在、入寮費と皆様の献金で運営し 

ています。ご支援、心よりお待ちしています。 
銀行振り込み口座 

  千葉興業銀行 馬橋支店 
  普通 1019181 
  名義 千葉ダルク 白川 雄一郎 

郵便振り込み口座 
  口座番号 ００１１０－５－５７５７２９ 
  口座名称 千葉ダルクデイケアセンター 
 

 

        

      
 
 

薬物依存症からの 
回復と援助 

    
 

  

千葉ダルク入寮

者インテーク 
 

● 家族、親類、友達等に電話連絡を取らない。

必要な物がある場合はスタッフを通して家

族と連絡を取るようにする。（手紙なども同

じです。） 

☆ 感情が乱れないようにする為、家族等との

依存やホームシックを避ける為。 

● 一日３回（セルフヘルプグループも含む）の

ミーティングが回復の基本ですから、必ず参

加すること。ダルク内ミーティングでは居眠

 
   

薬物依存リハビリ施設 
      千葉ダルク 

デイケアセンター 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
 １日３回のダルク・プログラムに参加してもら 
 います。 

   ・ダルク・ミーティング 
午前 １０：００～１１：００ 
・昼のプログラム 
午後 １：３０～３：００ 
ステップミーティング、ビデオ、スポーツ 
・夜のプログラム 
午後 ７：００～８：３０ 
自助グループ（ＮＡ）に参加 
ダルク内でのプログラム 
・その他 
各地ダルクフォーラム参加 
自助グループ（ＮＡ）イベント参加等 

開所時間 
月曜～土曜 午前 10：00～午後 5：00 
御相談に来所される場合は、あらかじめ電話での 
予約をお願いします。 

千葉ダルクデイケアセンター    九十九里ハウス 
〒260-0841           〒299-4347 

千葉県千葉市中央区白旗 3-16-7 長生郡長生村小泉 1310 

TEL：043‐209-5564       TEL: 0475-32-6863 

FAX：043‐209-5565                 【FAX 兼用】 

Email：darc‐32th@cnc.jp 

ホームページ：http://chiba-darc.net/   



      

                      
 

                           
ダルクとは…                                                  

                                  ３． 私達がダルクを退寮した後も『回復し続け                                  
ダルクとは、麻薬・向精神薬・睡眠薬・覚醒剤・      る為（薬を止め続ける為）』に各自助グルー    

シンナー・市販薬・アルコールなどの薬物に依存し      プに通う習慣を身につけます。     
ている人たちが、毎日行われる『グループ・セラピ             
―』を通し、社会的にも回復したいと願う人たちの    ４． 各学校や関連施設での講演、メッセージ活 
手助けをする“リハビリ施設”です。            動を通して、薬物依存が『病気』であるとい 
                             う考え方を広く知ってもらいたいと願ってい 
                             ます。 

１． 私達、薬物依存症者は、当たり前の事（起       
   床、入浴、掃除、洗濯、就寝等）が当たり前    ５． ４のメッセージ活動と共に地域ボランティ 
   に出来ない病気でもあります。仲間との共同      ア活動に参加することで、長い間失っていた 
   生活を通して、これらの習慣を取り戻します。     アイデンティティーや、『自己の役割』（何か 
                             自分が役にたっているのだという思い）を取 
 ２． １２ステッププログラムとミーティングを      り戻したいと考えています。 

  通して自己を見つめ直し、それを受け入れる                       
   新しい生き方を見つけます。           ６． 薬物依存症者本人やその家族の相談を受け                                 

                             自分の体験を元にアドバイスします。        

 
 

薬物（アルコール）依存症とは… 
 
薬による快感の体験から、もう一度同じ快感を求め 

て再使用してしまうことが乱用の始まりです。繰り返 
し使う事によって体内に耐性が形成され、使用量、使 
用回数が共に増え、深みに陥っていきます。 
薬物に手をつける人の動機は様々でしょう。心が満 

たされないことへの代償として薬物に慰めを求める人、

薬局で得た薬の使用法のまちがいが引き金になる人、 
仲間からの誘いで何気なく薬物に手を染めた人など… 
今まで薬物依存症者（薬中）は犯罪者という見方でし 
かありませんでしたが、現在では癌や糖尿病と同じ慢 
性の病気であると認められ治療によって回復する事が 
出来ます。 
 
 
 
 

薬物依存の回復（リハビリ）とは… 
 

薬物依存において誤解されやすい事の一つとして「 
薬物を使用していない状態＝治った」という事があり 
ます。依存症者自身でさえ陥りやすいこの認識は、回 
復の大きな障害となるものです。 
刑務所や精神病院で何年もの間、薬物を使わずに生 

活していながら、そこから出るとすぐに再使用する人 
が多いのは、実際には回復していないからです。そし 
て多くの人々はもっとも必要とされる時期に治療、援 
助を受けられずに「あとは本人の責任」と再び地域社 
会の中に戻っていくのが現状です。つまり、薬物を止 
めはじめるということは回復に向けての始まりにすぎ 
ず、決してゴールではないのです。 
世界における治療共同体プログラムの共通理念は依 

存症の悩みをもつ当事者同士が、威厳と尊厳を持って 
クリーン（薬物を使用しない）な新しい生き方を歩み、

しらふの喜びを感じ、再び社会の健全な一員として生 
活していくことです。  



 


